
フレイルとは、体力や気力、認知機能など、からだやこころの機能（働き）
の低下によって要介護に陥る危険性が高まっている状態をいいます。
令和7年9月、センターでの就業がフレイル発生の抑制に一定の効果がある
という調査結果が全シ協から発表されました。

センターでの就業がフレイル抑制に効果あり※1

栄養・運動・社会参加で健康寿命を延ばそう

令和8年2月（通算第158号）

発行：
公益財団法人東京しごと財団
（東京都シルバー人材センター連合）

※東京都健康長寿医療センター研究所発行
「地域で取り組むフレイル予防スタートブック」「さあにぎやかにフレイル予防リーフレット」より一部抜粋

※1 全国シルバー人材センター事業協会「シルバー人材センター会員等の介護予防効果に関する調査研究」調査結果より

運動だけ、栄養だけではなく、この3つをそろえる
ことを意識して、習慣化することが大切です。何歳
からでも遅すぎることはありません。
今日から取り組んでみませんか？

フレイル予防の3本柱

センターでの
就業を通して
外出、交流、

社会貢献！
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